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Power over Ethernetについて
永続的な PoEと 2イベント分類の設定については、『Network Powered Lighting Configuration
Guide, Cisco IOS XE Fuji 16.9.x (Catalyst 9200 Switches)』を参照してください。

ここでは、Power over Ethernet（PoE）、サポートされているプロトコルと標準規格、および電
源管理について説明します。

PoEおよび PoE+ポート
PoE対応スイッチポートでは、回路に電力が供給されていないことをスイッチが検出した場
合、次のいずれかのコネクテッドデバイスに電力が自動的に供給されます。

•シスコ準規格の受電デバイス（Cisco IP Phoneなど）

• IEEE 802.3af準拠の受電デバイス

• IEEE 802.3at準拠の受電デバイス

受電デバイスが PoEスイッチポートおよびAC電源に接続されている場合、冗長電力として利
用できます。受電デバイスがPoEポートにだけ接続されている場合、受電デバイスには冗長電
力は供給されません。

サポート対象のプロトコルおよび標準規格

デバイスは、PoEのサポートに次のプロトコルと標準規格を使用します。
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•電力消費を通知する Cisco Discovery Protocol（CDP）：受電デバイスは、消費している電
力量をデバイスに通知します。デバイスはこの電力消費に関するメッセージに応答しませ

ん。デバイスは、PoEポートに電力を供給するか、このポートへの電力を取り除くだけで
す。

•高電力デバイスは、電力ネゴシエーションCDPをサポートしないデバイスでは低電力モー
ドで動作できます。

Cisco Intelligent PowerManagementは、電力消費に関してCDPとの下位互換性があるため、
デバイスは、受信する CDPメッセージに従って応答します。CDPはサードパーティ製の
受電デバイスではサポートされていません。そのため、デバイスは、IEEE分類を使用し
てデバイスの消費電力を判断します。

• IEEE 802.3af：この標準規格の主な機能は、受電デバイスの検出、電力の管理、切断の検
出です。オプションとして受電デバイスの電力分類があります。

• IEEE 802.3at：PoE+標準規格では、受電デバイスに供給される最大電力が、1ポートあた
り 15.4 Wから 30 Wに増えています。

• Cisco UPOE+：Cisco UPOE+は、新しい IEEE 802.3bt標準規格と Cisco UPOEを組み合わせ
たものです。つまり、Cisco UPOE+スイッチは 802.3bt標準規格に完全に準拠しており、
以前のすべての標準規格（802.3afや IEE 802.3atなど）、およびCisco UPOEもサポートし
ています。この機能は、IEEE 802.3bt準拠のタイプ 4デバイスで最大 90 Wの電力を供給
できます。

タイプ 3 PSEは、60Wへの電力降格によってタイプ 4の受電デバイスに電源を投入できま
す。

従来のシスコ受電デバイスの一部（7910、7940、7960 IP Phone、AP350ワイヤレスアクセ
スポイントなど）は、IEEE802.3bt標準規格で定義されているタイプ4の電源装置（PSE）
と互換性がありません。接続されている場合、PSEは、受電デバイスに電力を供給する試
みが定期的に試行されるたびに「Tstart」または「Imax」の障害を報告します。これらの
従来のシスコ受電デバイスを引き続き使用する場合は、Cisco PoE+またはUPOE PSEに接
続します。

標準規格の検出シグニチャ容量を満たさない受電デバイス（CIVS-IPC-6000Pなど）は、
POE+デバイスや UPOEモードで動作している Cisco UPOEデバイスで正しく検出される
こともありますが、802.3btモードで動作している場合は正しく検出されないことがあり
ます。

受電機器の検出と初期電力割り当て

スイッチは、PoE対応ポートがシャットダウン状態ではなく、PoEが有効になっていて（デ
フォルト）、コネクテッドデバイスがACアダプタから電力供給されていない場合、シスコの
準規格受電デバイスまたは IEEE準拠の受電デバイスを検出します。

スイッチは、機器を検出後、機器のタイプに応じて電力要件を判断します。

•初期電力割り当ては、受電デバイスが要求する最大電力量です。スイッチは、受電機器を
検出および給電する場合、この電力を最初に割り当てます。スイッチが受電デバイスから
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CDPメッセージを受信し、受電デバイスが CDP電力ネゴシエーションメッセージを通じ
てスイッチと電力レベルをネゴシエートするために、初期電力割り当てが調整される場合

があります。

•スイッチは検出した IEEE機器を消費電力クラス内で分類します。スイッチは、電力バ
ジェットに使用可能な電力量に基づいて、ポートに通電できるかどうかを決定します。次

の表に、電力レベルを示します。

表 1 : IEEE電力分類

デバイスから要求される最大電力レベルクラス

15.4 W0（クラスステータスは不明）

4 W1

7 W2

15.4 W3

スイッチは電力要求を監視および追跡して必要な場合にだけ給電を許可します。スイッチは電

力バジェット（PoEのデバイスで使用可能な電力量）を追跡します。スイッチは、ポートへの
給電が許可または拒否されると、割り当て中の電力の計算も実行して、電力バジェットを最新

に保ちます。

電力がポートに投入された後に、スイッチが CDPを使用して、接続されたシスコ受電デバイ
スの CDP固有の電力消費要件を調べます。この要件は、CDPメッセージに基づいて割り当て
られる電力量です。スイッチはこれに従って、電力バジェットを調整します。CDPはサード
パーティ製のPoEデバイスには適用されません。スイッチは要求を処理して、給電を許可した
り、拒否したりします。要求が許可されると、スイッチは電力バジェットを更新します。要求

が拒否された場合、スイッチはポートの電源がオフになるようにし、syslogメッセージを生成
して LEDを更新します。受電デバイスはより多くの電力を得るために、スイッチとのネゴシ
エーションを行うこともできます。

PoE+では、最大30Wの電力をネゴシエートするために、受電デバイスは IEEE802.3atとLLDP
電源をメディア依存インターフェイス（MDI）のタイプ、長さ、および値の説明（TLV）、お
よび Power-via-MDI TLVとともに使用します。シスコの準規格デバイスとシスコの IEEE受電
デバイスは CDPまたは IEEE 802.3at Power-via-MDI電力ネゴシエーションメカニズムを使用し
て最大 30 Wの電力レベルを要求できます。

Cisco Catalystスイッチソフトウェアコンフィギュレーションガイド [英語]およびコマンドリ
ファレンスでは、CDP固有の電力消費要件を実際電力消費要件と呼んでいます。

（注）

スイッチは、不足電圧、過電圧、過熱、オシレータ障害、または短絡状態による障害を検出し

た場合、ポートへの電力供給をオフにし、syslogメッセージを生成して、電力バジェットと
LEDを更新します。
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電力管理モード

DINレールスイッチの全体的なPoEバジェットを設定するには、グローバルコンフィギュレー
ションコマンド power inline wattage maxmax-wattageを使用します。PoEバジェットを制限す
ると、電力が過剰に消費されて電源の容量を超過することを防止できます。

デバイスでは、次の PoEモードがサポートされます。

• auto：autoモードがデフォルト設定です。コネクテッドデバイスに電力が必要かどうかが
自動的に検出されます。ポートに接続されている受電デバイスをデバイスが検出し、その

デバイスに十分な電力がある場合は、電力を供給して電力バジェットを更新し、先着順で

ポートの電力供給をオンに切り替え、LEDを更新します。LEDの詳細については、ハー
ドウェアインストレーションガイドを参照してください。

すべての受電デバイス用としてデバイスに十分な電力がある場合は、すべての受電デバイ

スが起動します。デバイスに接続された受電デバイスすべてに対し十分な電力がある場

合、すべてのデバイスに電力が供給されます。使用可能なPoEが十分でない場合、または
他の装置が電力供給を待機している間にデバイスの接続が切断されて再接続した場合、電

力を供給または拒否する装置を判断できなくなります。

許可された電力がシステムの電力バジェットを超えている場合、デバイスは電力供給を拒

否し、ポートへの電力供給をオフにして、syslogメッセージを生成し、LEDを更新しま
す。デバイスは、電力供給を拒否した後、定期的に電力バジェットを再確認し、継続的に

電力要求の許可を試みます。

デバイスにより電力を供給されている装置が、さらに壁面コンセントに接続している場

合、デバイスは装置に電力を供給し続ける場合があります。このとき、装置がデバイスか

ら受電しているか、AC電源から受電しているかに関係なく、デバイスは引き続きその装
置に電力を供給していると報告し続ける場合があります。

受電デバイスが取り外された場合、デバイスは切断を自動的に検出し、ポートから電力を

取り除きます。非受電機器を接続してもその機器を損傷することはありません。

ポートで許可される最大ワット数を指定できます。受電デバイスの IEEEクラス最大ワッ
ト数が、設定されている最大値より大きい場合、デバイスはそのポートに電力を供給しま

せん。デバイスが受電デバイスに電力を供給する場合でも、受電デバイスが設定された最

大値を超える電力を CDPまたは LLDPメッセージを通じて後から要求すると、デバイス
はポートに電力を供給しません。その受電デバイスに割り当てられていた電力は、グロー

バル電力バジェットに送られます。ワット数を指定しない場合、デバイスは最大値の電力

を供給します。任意の PoEポートで auto設定を使用してください。

• static：デバイスは、受電デバイスが接続されていない場合でも、ポートに電力をあらか
じめ割り当て、そのポートで電力が使用できるようにします。デバイスは、設定された最

大ワット数をポートに割り当てます。ワット数は、IEEEクラスや受電デバイスからのCDP
メッセージによって調節されることはありません。これは、電力はあらかじめ割り当てら

れており、最大ワット数以下の電力を使用するすべての受電デバイスは、スタティック

ポートに接続されている場合、電力供給を保証されるためです。ポートはもう先着順方式

ではなくなります。
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ただし、受電デバイスの IEEEクラスが最大ワット数を超えると、デバイスは受電デバイ
スに電力を供給しません。受電デバイスが最大ワット数を超える電力を消費していること

を CDPメッセージによって知ると、デバイスは受電デバイスをシャットダウンします。

ワット数を指定しない場合、デバイスは最大数をあらかじめ割り当てます。デバイスは、

受電デバイスを検出した場合に限り、ポートに電力を供給します。優先順位が高いイン

ターフェイスには、static設定を使用してください。

• never：デバイスは受電デバイスの検出を無効にして、電力が供給されていないデバイス
が接続されても、PoEポートに電力を供給しません。PoE対応ポートに電力を絶対に適用
せず、そのポートをデータ専用ポートにする場合に限り、このモードを使用してくださ

い。

ほとんどの場合、デフォルトの設定（autoモード）が適切に機能し、プラグアンドプレイ動作
が提供されます。それ以上の設定は必要ありません。ただし、優先順位の高いPoEポートを設
定したり、PoEポートをデータ専用にしたり、最大ワット数を指定して高電力受電デバイスを
ポートで禁止したりできます。

電力監視および電力制限

リアルタイムの消費電力のポリシングを有効にした場合、受電デバイスが最大割り当て量（カッ

トオフ電力値）以上の電力を消費すると、デバイスはアクションを開始します。

PoEが有効になっている場合、デバイスは接続されている受電デバイスのリアルタイムの消費
電力を検知してモニタリングします。この機能は、パワーモニタリングまたはパワーセンシン

グと呼ばれています。また、デバイスは電力ポリシング機能を使用して消費電力をポリシング

します。

電力監視は、シスコのインテリジェントな電力管理および CDPベースの消費電力に対して後
方互換性があります。電力監視はこれらの機能とともに動作して、PoEポートが受電機器に給
電できるようにします。

デバイスは次のようにして、接続されている装置のリアルタイム電力消費を検知します。

1. デバイスは、個々のポートでリアルタイムの消費電力をモニタリングします。

2. デバイスは、消費電力（ピーク時の消費電力を含む）を記録し、
CISCO-POWER-ETHERNET-EXT-MIBを介してこの情報を報告します。

3. 電力ポリシングが有効になっている場合、デバイスはリアルタイムの消費電力をデバイス
に割り当てられた最大電力と比較して、消費電力をポリシングします。最大消費電力は、

PoEポートでカットオフ電力とも呼ばれます。

デバイスは、最大電力割り当て量を超える電力がポートで使用された場合、そのポートへ

の電力供給をオフにしたり、デバイスの設定に基づいて受電デバイスに電力を供給しなが

ら syslogメッセージを生成したり、LED（ポートLEDはオレンジ色で点滅）を更新したり
できます。デフォルトでは、すべてのPoEポートで消費電力のポリシングは無効になって
います。

PoEの error-disabledステートからのエラー回復が有効になっている場合、指定の時間の経
過後、デバイスは PoEポートを error-disabledステートから自動的に回復させます。
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エラー回復が無効になっている場合、shutdownおよび no shutdownインターフェイスコ
ンフィギュレーションコマンドを使用して、手動で PoEポートを有効にできます。

4. 制限が無効になっている場合、受電機器がPoEポートに割り当てられた最大電力より多く
の量を消費しても対処されないため、スイッチに悪影響を与える場合があります。

電力消費値

ポートの初期電力割り当ておよび最大電力割り当てを設定することができます。ただし、これ

らの値は、デバイスがPoEポートの電力供給をオンまたはオフにするタイミングを決定するた
めに設定する値です。最大電力割り当ては、受電デバイスの実際の電力消費と同じではありま

せん。スイッチによって電力制限に使用される実際のカットオフ電力値は、設定済みの電力値

と同等ではありません。

電力ポリシングが有効になっていて、消費電力がデバイスの消費電力を超えている場合、デバ

イスはスイッチポートで電力使用量をポリシングします。最大電力割り当てを手動で設定する

場合、スイッチポートと受電機器間のケーブルでの電力損失を考慮する必要があります。カッ

トオフ電力とは、受電デバイスの定格消費電力とケーブル上での最悪時の電力損失を合計した

ものです。

デバイスのPoEが有効になっている場合、電力ポリシングを有効にすることを推奨します。た
とえば、クラス 1デバイスの場合、ポリシングが無効になっており、power inline auto max
6300インターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用してカットオフ電力値を設定
すると、PoEポートに設定される最大電力割り当ては 6.3 W（6300 mW）になります。デバイ
スが最大で 6.3Wの電力を必要とする場合、デバイスはポートのコネクテッドデバイスに電力
を供給します。CDPによるパワーネゴシエーション実施後の値または IEEE分類値が設定済み
カットオフ値を超えると、デバイスはコネクテッドデバイスに電力を供給しなくなります。ス

イッチはPoEポートで給電をオンにした後、受電機器のリアルタイム消費電力の制限をしない
ため、受電機器は最大割り当て量を超えて電力を消費でき、スイッチと、他のPoEポートに接
続されている受電機器に悪影響を及ぼすことがあります。

PoEと UPOEの設定方法
次のタスクでは、PoEと UPOEの設定方法について説明します。
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PoEポートの電力管理モードの設定

PoE設定を変更すると、設定中のポートでは電力が低下します。新しい設定、その他の PoE
ポートの状態、および電力バジェットの状態によっては、そのポートの電力は再び供給されな

い場合があります。たとえば、ポート1が自動でオンの状態になっていて、そのポートを固定
モードに設定するとします。デバイスはポート1から電力を取り除き、受電デバイスを検出し
てポートに電力を再び供給します。ポート1が autoかつオンの状態になっており、最大ワット
数を 10Wに設定した場合、スイッチはポートへの給電を止め、受電機器を再び検出します。
デバイスは、受電デバイスがクラス 1、クラス 2、またはシスコ専用受電デバイスのいずれか
の場合に、ポートに電力を再び供給します。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

プロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

設定する物理ポートを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface
gigabitethernet2/0/1

ステップ 3

ポートのPoEモードを設定します。キー
ワードは次のとおりです。

power inline {auto [ max max-wattage] |
never | static [ max max-wattage] }

例：

ステップ 4

• auto：受電デバイスの検出を有効に
します。十分な電力がある場合は、Device(config-if)# power inline auto

装置の検出後に PoEポートに電力
を自動的に割り当てます。これがデ

フォルト設定です。

• max max-wattage：ポートで許可さ
れる電力を制限します。CiscoUPOE
ポートの範囲は 4000～ 60000ミリ
ワット（mW）です。値を指定しな
い場合は、最大電力が供給されま

す。
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目的コマンドまたはアクション

• never：機器検出とポートへの給電
を無効にします。

（注）

ポートにシスコ製の受電デバイスが接

続されている場合は、power inlinenever
コマンドでポートを設定しないでくだ

さい。問題のあるリンクアップが発生

し、ポートが error-disabledステートに
なることがあります。

• static：受電デバイスの検出を有効
にします。デバイスが受電デバイス

を検出する前に、ポートへの電力を

事前に割り当てます（確保しま

す）。デバイスは、デバイスが接続

されていなくてもこのポートへの電

力を確保し、デバイスの検出時に電

力が供給されるようにします。

デバイスは、自動モードに設定された

ポートに電力を割り当てる前に、固定

モードに設定されたポートに PoEを割
り当てます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

ステップ 5

Device(config-if)# end

デバイスまたは指定したインターフェイ

スの PoEステータスを表示します。
例：

Device# show power inline

ステップ 6

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 7

Device# copy running-config
startup-config

電力ポリシングの設定

デフォルトでは、スイッチは接続されている受電機器の消費電力をリアルタイムで監視しま

す。消費電力に対するポリシングを行うようにデバイスを設定できます。デフォルトではポリ

シングは無効になります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

プロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

設定する物理ポートを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface interface-id

例：

Device(config)# interface
gigabitethernet2/0/1

ステップ 3

ポートのリアルタイム消費電力が最大電

力割り当てを超える場合、次のいずれか

power inline police [action{log |
errdisable}]

例：

ステップ 4

のアクションを実行するようにスイッチ

を設定します。Device(config-if)# power inline police

• power inline police：PoEポートを
シャットダウンし、ポートへの電

力供給をオフにし、PoEポートを
error-disabledステートに移行しま
す。

（注）

errdisable detect cause inline-powerグ
ローバルコンフィギュレーションコマ

ンドを使用すると、PoE error-disabled
の原因についてエラー検出を有効にで

きます。errdisable recovery cause
inline-power interval intervalグローバル
コンフィギュレーションコマンドを使

用すると、PoE error-disabled状態から
回復するためのタイマーを有効にする

こともできます。

• power inline police action
errdisable：リアルタイムの消費電
力がポートの最大電力割り当てを超

過した場合、ポートへの給電をオフ

にします。
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目的コマンドまたはアクション

• power inline police action log：ポー
トへの給電を継続し、syslogメッ
セージを生成します。

actionlogキーワードを入力しない場合、
既定動作によりポートがシャットダウン

され、error-disabled状態になります。

インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-if)# exit

ステップ 5

（任意）PoE error-disabledステートから
のエラー回復を有効にし、PoE回復メカ
ニズム変数を設定します。

次のいずれかを使用します。ステップ 6

• errdisable detect cause inline-power
• errdisable recovery cause

inline-power デフォルトでは、回復間隔は 300秒で
す。• errdisable recovery interval interval

例： interval interval：error-disabled状態から
回復する時間を秒単位で指定します。指

定できる範囲は 30～ 86400です。

Device(config)# errdisable detect cause
inline-power

Device(config)# errdisable recovery
cause inline-power

Device(config)# errdisable recovery
interval 100

特権 EXECモードに戻ります。exit

例：

ステップ 7

Device(config)# exit

電力モニタリングステータスを表示し、

エラー回復設定を確認します。

次のいずれかを使用します。ステップ 8

• show power inline police
• show errdisable recovery

例：

Device# show power inline police

Device# show errdisable recovery

（任意）コンフィギュレーションファ

イルに設定を保存します。

copy running-config startup-config

例：

ステップ 9

Device# copy running-config
startup-config
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電力ステータスの監視
PoE設定を監視および確認するには、次の showコマンドを使用します。

表 2 :電力ステータスの showコマンド

目的コマンド

電力ポリシングデータを表示します。show power inline police

計測されたPoE電力消費量を表示します。show power inline meter

Power over Ethernetの関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Command Reference Guide』の「Interface and
HardwareCommands」の項を参照してください。

この章で使用するコマンドに関する完全な

構文および使用方法の詳細について。

Cisco UPOE+：拡張 IT-OTコンバージェンス向け
の Catalyst [英語]を参照してください。

IEEE 802.3bt標準規格の詳細については、

Power over Ethernetの機能履歴
次の表に、このモジュールで説明する機能のリリースおよび関連情報を示します。

これらの機能は、特に明記されていない限り、導入されたリリース以降のすべてのリリースで

使用できます。
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https://www.cisco.com/c/en/us/solutions/collateral/enterprise-networks/nb-06-upoe-plus-it-ot-wp-cte-en.html


機能情報機能リリース

Power over Ethernet
（PoE）では、銅線
イーサネットケーブル

経由で LANスイッチ
ングインフラストラク

チャがエンドポイント

（受電デバイスとい

う）に電力を供給でき

ます。次のタイプのエ

ンドポイントにPoEか
ら電力を供給できま

す。

•シスコ準規格受電
デバイス

IEEE 802.3af準拠
の受電デバイス

IEEE 802.3at準拠
の受電デバイス

Power over Ethernet（PoE）Cisco IOS XE Fuji
16.9.2

この機能は、このリ

リースで導入された
Cisco Catalyst 9200CX
シリーズスイッチの

C9200CX-12P-2X2G、
C9200CX-8P-2X2G、お
よび

C9200CX-12T-2X2Gモ
デルに実装されまし

た。

Power over Ethernet（PoE）Cisco IOS XE Cupertino
17.9.1

show power inline
meterコマンドが導入
されました。出力に

は、消費されたシステ

ムのPoEエネルギーの
値を示すエネルギー

メーターが表示されま

す。

エネルギー消費の可視性の強化Cisco IOS XE 17.15.1

Cisco FeatureNavigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポー
ト情報を検索できます。Cisco FeatureNavigatorにアクセスするには、「Cisco FeatureNavigator」
に進みます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


	Power over Ethernet の設定
	Power over Ethernet について
	PoE および PoE+ ポート
	サポート対象のプロトコルおよび標準規格
	受電機器の検出と初期電力割り当て
	電力管理モード
	電力監視および電力制限
	電力消費値



	PoE と UPOE の設定方法
	PoE ポートの電力管理モードの設定
	電力ポリシングの設定

	電力ステータスの監視
	Power over Ethernet の関連資料
	Power over Ethernet の機能履歴


